
「熊本の学び推進プラン」に関する取組 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業改善に向けた校内研究の取組】実践例 第３章 

国語科の授業改善の指標を明確にした校内研究の取組 ～菊池市立泗水西小学校～ 

ファシリテートの指標を明確化 子供に与える情報精選指標の明確化 

単元デザインの指標を明確化 

単元で指導すべき内容を、「用語」と

「方法」に分け、基礎基本として明確化し、

徹底指導によって習得させる段階と、活

用によって理解を深める段階に計画し、

単元デザインに落とし込む。 

用語は教科書記載の太字の語だが、

学習指導要領解説から取り出すこともあ

る。 

「単元終了時の子供の姿」とともに、こ

の単元では何を学ぶのかを教師自身が

より明確に把握し、子供にも明確に示す

ことで見通しや振り返りの視点ももたせる

ことが授業改善の指標となる。 

【授業場面の分類】…図１ 

４５分の授業を、学習指導場面、個人学習

場面、グループ学習場面、マネジメント場面

（活動がなく何もしていない状況、準備をして

いる状況）に分けて、授業を振り返る。学習

指導場面が長いと、話を聞く時間が増え、主

体的学習から離れてしまう。よって、学習指

導場面とマネジメント場面を必要最小限にす

ることが授業改善の指標となる。 

【教師の声かけの分析】…図２ 

教師の言葉がけを８項目１６種類に分類す

ることで、授業の様子や状況を検討していく。

否定的な声かけをなくし、肯定的な声かけや

励ましを心がけ、矯正は具体的に行うことが

授業改善の指標となる。 
図１ 図２ 

学習構想案において、板書計画とＩＣＴ活用

計画は必須としている。板書は必要な情報が

あるか、情報過多になっていないか、構造的

で分かりやすいものになっているか、ＩＣＴは

単に活用するにとどまらず、効果的であるか

が授業改善の指標となる。 

明確な指標で授業づくり 明確な指標で事後研 授業力向上 


